
個
人
質
問

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

問

国
民
健
康
保
険
税
を
め
ぐ
っ
て
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
、
子
ど
も（
未
就
学
児
）

の
均
等
割
の
５
割
を
公
費
で
軽
減
す
る
と
い

う
減
額
措
置
が
、
国
の
制
度
と
し
て
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
治
体
等
か
ら
、

均
等
割
は
少
子
化
対
策
に
逆
行
す
る
と
の
指

摘
を
認
め
た
形
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
と
子
育
て

支
援
の
政
策
と
し
て
、
こ
の
減
額
措
置
の
年

齢
引
き
上
げ
を
市
独
自
に
行
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

国
が
責
任
と
負
担
を
持
っ
て
、
対
応
す
べ
き

で
あ
り
、
市
独
自
に
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ

る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
、
未
就
学
児
に
係
る
均
等
割
の
減
額

措
置
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

子
ど
も
に
係
る
減
免
の
対
象
拡
大
な
ど
、
今

後
も
引
き
続
き
、
県
や
全
国
市
長
会
等
と
連

携
し
な
が
ら
、
国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

医
療
・
介
護
に
つ
い
て

問

令
和
３
年
11
月
27
日
、
ド
イ
ツ
・

イ
タ
リ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
新
た
な
変
異
株
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
感
染
者
が
初
め
て
確
認
さ
れ
、
先
日
、

日
本
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
６
波
に
備
え
る
対
策
と
し
て
、
政
府
は

「
病
床
２
割
増
」を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、今
後
、

県
で
の
医
療
体
制
や
保
健
所
の
体
制
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　
令
和
３
年
11
月

12
日
の
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

本
部
会
議
に
お
い
て
、
次
の
感
染
拡
大
に
向

け
た
安
心
確
保
の
た
め
の
取
組
の
全
体
像
が

示
さ
れ
、
そ
れ
に
係
る
千
葉
県
の
取
組
と
し

て
、病
床
の
確
保
、入
院
待
機
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
、
夜
間
外
来
を
伴
う
医
療
機
関
の
確

保
、発
熱
外
来
の
確
保
、臨
時
の
医
療
施
設
の

確
保
な
ど
の
医
療
提
供
体
制
の
強
化
等
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
所
の
体
制
整
備
に
つ
い
て
は
、

感
染
拡
大
時
に
お
い
て
も
、
保
健
所
が
、
適

切
に
把
握
さ
れ
た
陽
性
者
の
情
報
に
基
づ
き
、

ま
ん
延
防
止
に
係
る
判
断
等
の
業
務
に
集
中

で
き
る
よ
う
、
保
健
所
業
務
の
負
担
軽
減
お

よ
び
効
率
化
と
と
も
に
、
感
染
状
況
に
応
じ

た
人
員
体
制
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

問

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
、
収
入
に
応
じ
て
最
大

３
割
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
国
民
は
、

介
護
保
険
料
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
双
方
に

苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　
負
担
増
を
許
さ
ず
、
引
き
下
げ
へ
道
を
開

く
た
め
に
は
、
国
の
介
護
保
険
の
国
庫
負
担

増
額
を
求
め
る
と
と
も
に
、
減
免
制
度
の
拡

充
・
創
設
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　
介
護
保
険
制
度
の
安
定
的

な
運
営
と
、被
保
険
者
の
負
担
が
、こ
れ
以
上

増
大
し
な
い
よ
う
、
財
源
と
な
る
国
の
負
担

割
合
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

に
お
い
て
国
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、減
免
制
度
に
つ
い
て
、令
和
元
年
度

に
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
市
独
自
の
保
険

料
の
減
免
基
準
を
規
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
新
た
な
独
自
減
免
制
度
を
実

施
す
る
こ
と
は
、
介
護
保
険
の
財
政
運
営
に

お
い
て
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、現
時
点
で
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
に
つ
い
て

問

市
基
幹
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
に
つ

い
て
、
現
在
、
蓮
沼
海
浜
公
園
か
ら
さ
ん
ぶ

の
森
元
気
館
ま
で
の
区
間
の
運
行
ル
ー
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
山
武
市
役
所
ま
た
は
Ｊ

Ｒ
成
東
駅
を
起
点
と
し
て
、
山
武
地
域
と
松

尾
・
蓮
沼
地
域
と
別
々
の
循
環
と
す
る
よ
う

な
運
行
ル
ー
ト
見
直
し
を
提
案
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

総
合
政
策
部
長　
本
市
の
公
共
交

通
は
、
鉄
道
や
路
線
バ
ス
、一
般
タ
ク
シ
ー
の

交
通
機
関
と
、
基
幹
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
連
動
さ
せ
た
、
網
状
の
交
通
体
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
基
幹
バ
ス
は
地
域

の
主
要
拠
点
や
交
通
結
節
点
を
結
ぶ
役
割
を
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
各
地
域
内
の
移
動
を
補
う

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
交
通
体
制
は
10
年
が
経
過
し
て
お

り
、
時
流
に
沿
っ
た
見
直
し
も
必
要
と
考
え

ま
す
が
、運
行
体
制
の
大
き
な
変
更
は
、現
在

の
利
用
者
へ
の
影
響
や
既
存
の
交
通
機
関
へ

の
影
響
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
全
体
の
交

通
体
制
を
考
え
る
中
で
、
慎
重
な
検
討
が
必

要
で
す
。

　

現
在
の
交
通
計
画
は
、
令
和
５
年
度
が
終

期
の
た
め
、
そ
の
後
の
新
た
な
交
通
計
画
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
計
画
策
定
の
準
備
を
進
め

る
予
定
で
す
。こ
の
過
程
に
お
い
て
、基
幹
バ

ス
の
運
行
主
体
で

あ
る
山
武
市
地
域

公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
に
お
い
て
、

運
行
体
制
の
見
直

し
を
含
め
た
検
討

を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
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